
ヒーターの露出があるもの（熱
風循環加熱方式のものを除く。）

30Ｌ未満のもの 73•4

30Ｌ以上のもの 78•2

オーブン機能を有するも
の（オーブンレンジ） ヒーターの露出があるもの以外

（熱風循環加熱方式のものを除
く。）

30Ｌ未満のもの 70•4

30Ｌ以上のもの 79•6

熱風循環加熱方式のもの 73•5

備考）１ 「庫内容積」とは、家庭用品品質表示法（昭和37年法律第104号）に基づく電気機械機
具品質表示規程で定める加熱室の有効寸法より算出した数値をいう。
２ エネルギー消費効率の算定法については、エネルギーの使用の合理化に関する法律に基
づく経済産業省告示第63号（平成18年３月29日）の「２エネルギー消費効率の測定方法」
による。

] 目標の立て方
当該年度の電子レンジの調達総量（台数）に占める基準を満たす物品の数量（台数）の割合と
する。

８．エアコンディショナー等
８`１ エアコンディショナー
\ 品目及び判断の基準等

エアコンディショ
ナー

【判断の基準】

{家庭用品品質表示法施行令別表第３号dのエアコンディショナーであっ
て、直吹き形で壁掛け形のもの（マルチタイプのもののうち室内機の運
転を個別制御するものを除く。）のうち冷房能力が4•0W以下のものにつ
いては、エネルギー消費効率が表１に示された区分ごとの基準エネル
ギー消費効率に114／100を乗じて小数点以下１桁未満の端数を切り捨て
た数値を下回らないこと。

|上記{以外の家庭用のエアコンディショナーについては、エネルギー消
費効率が表２に示された区分ごとの基準エネルギー消費効率に114／100
を乗じて小数点以下１桁未満の端数を切り捨てた数値を下回らないこ
と。

}業務の用に供するエアコンディショナーについては、エネルギー消費効
率が表３に示された区分ごとの基準エネルギー消費効率又は算定式を用
いて算定した基準エネルギー消費効率に88／100を乗じて小数点以下１
桁未満の端数を切り捨てた数値を下回らないこと。

~冷媒にオゾン層を破壊する物質が使用されていないこと。

�特定の化学物質（鉛、水銀、カドミウム、六価クロム、ＰＢＢ、ＰＢＤ
Ｅ）の含有情報がウエブサイトを始めラベル等で容易に確認できること。

【配慮事項】

{資源有効利用促進法の判断の基準を踏まえ、製品の長寿命化及び省資源
化又は材料の再生利用のための設計上の工夫がなされていること。

|プラスチック部品が使用される場合には、再生プラスチックが可能な限
り使用されていること。

}製品の包装又は梱包は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及
び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。

~包装材等の回収及び再使用又は再生利用のためのシステムがあること。

表１ 家庭用品品質表示法施行令別表第３号dのエアコンディショナーであって直吹き形で壁掛け
形のもの（マルチタイプのもののうち室内機の運転を個別制御するものを除く。）のうち冷房能
力が4•0W以下のものに係る基準エネルギー消費効率

区 分 基準エネルギー
消費効率冷 房 能 力 室内機の寸法タイプ

3•2W以下
寸法規定タイプ 5•8

寸法フリータイプ 6•6

3•2W超4•0W以下
寸法規定タイプ 4•9

寸法フリータイプ 6•0

備考）１ 「室内機の寸法タイプ」とは、室内機の横幅寸法800ミリメートル以下かつ高さ295ミリ
メートル以下の機種を寸法規定タイプとし、それ以外を寸法フリータイプとする。
２ エネルギー消費効率の算定法については、エネルギーの使用の合理化に関する法律に基
づく経済産業省告示第213号（平成21年６月22日）の「３エネルギー消費効率の測定方法
]」による。表２において同じ。
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備考）１ 次のいずれかに該当するものについては、本項の判断の基準の対象とする「エアコンディ
ショナー」に含まれないものとする。
{冷房能力が28W（マルチタイプのものは50•4W）を超えるもの
|ウィンド形・ウォール形及び冷房専用のもの
}水冷式のもの
~圧縮用電動機を有しない構造のもの
�電気以外のエネルギーを暖房の熱源とする構造のもの
�機械器具の性能維持若しくは飲食物の衛生管理を目的とするもの
‚専ら室外の空気を冷却して室内に送風する構造のもの
ƒスポットエアコンディショナー
„車両その他の輸送機関用に設計されたもの
…高気密・高断熱住宅用ダクト空調システム
f冷房のための熱を蓄える専用の蓄熱槽（暖房用を兼ねるものを含む。）を有する構造のも
の

g専用の太陽電池モジュールで発生した電力によって圧縮機、送風機その他主要構成機器
を駆動する構造のもの

h床暖房又は給湯の機能を有するもの
i熱回収式マルチエアコン
２ 「マルチタイプのもの」とは、１の室外機に２以上の室内機を接続するものをいう。
３ 判断の基準�については、ユニット型エアコンディショナー（パッケージ用のものを除
く。）に適用することとし、特定の化学物質の含有表示方法は、ＪＩＳ Ｃ0950：2008（電
気・電子機器の特定の化学物質の含有表示方法）に定める方法によること。
４ 「再生プラスチック」とは、使用された後に廃棄されたプラスチック製品の全部若しく
は一部又は製品の製造工程の廃棄ルートから発生するプラスチック端材若しくは不良品を
再生利用したものをいう（ただし、原料として同一工程内で再生利用されるものは除く。）。
５ 調達を行う各機関は、化学物質の適正な管理のため、物品の調達時に確認した特定の化
学物質の含有情報を、当該物品を廃棄するまで管理・保管すること。
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